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1　はじめに

　 近年，咀しゃく不良児の増加傾向が問題となっている1》

が，そもそも小児の咀しゃくの基本は離乳期の適切な学

習を経て始めて獲得される発達的機能である21。したが

って離乳期における離乳食のすすめ方が不適切であれば

岨しゃくの基本の獲得が不完全となり，咀しゃく不良児

の第一の原因となり易い。この意味からも離乳食のすす

め方は夫々の段階の咀しゃく能力に適した調理形態のも

のであることが何よりも大切である2）。

　離乳期における咀しゃく能力の発達段階には必らず一

定の順序性がある。さきに向井，二木らはこれを離乳食

摂食中の乳児の口唇や顎の動き等のビデオ観察から検討

した3）4）81。この結果から二木5圃は離乳期の乳児の咀

しゃく発達は「口唇食べ」　（それまで半開きであった口

唇を閉じて，どろどろ食をそのまま嚥下する）ヲ「舌食

べ」（舌の上下運動が可能となり舌と上顎でつぶして食

べる）→「歯ぐき食べ」（舌の左右運動が可能となり歯

ぐきでかんで食べる）→「乳歯食べ」　（乳臼歯でかんで

食べる）の順序で進行すると要約した。

　この様な咀しゃく機能の発達過程は離乳食の調理形態

を進める上で極めて重要であるが，その発逮時期の実態

については全く知られていない。主にこの点を解明すべ

く研究を計画した。

皿　研究方法と対象

　工）上記の「口唇食べ」「舌食べ」「歯ぐき食べ」の

発達状況は，主に食べているときの口唇の動きで推察可

能と考えられるので，これまでの観察3博をもとにして

表1πの如き咀しゃく発達段階のチェックリストを使い

また同時に口元えの「とり込み1・「離乳食のかたさ」，

「離乳食の量」，「コップのみJについても表11，皿，

W，V，をつくりこれらをもとに「咀しゃく」及び「食べ

方」の発達評価法を試作した。

　2）以上のチェックリストを主体とした離乳について

のアンケート項目を作製して離乳中の乳児の母親からの

回答を求めたものでする。r

　対象児は都内A病院で出産した乳児の中5～12ケ月及

び18ケ月児（昭和60年1p月時）で各月令夫々約50例計約

500例であり出生時体璽2㎏未満児及び慢性疾患児は除

外した。これらの対象児にアンケート用紙を一斉に郵送

して母親の観察による回答を返送して貰いそれらについ

て咀しゃく発達を主体に実態を調査した。

皿　成　績

　　　　ヒ
　1，、．．対象児及び離乳状況

　回答を得たのは352例（約7（助で各月例大体40例前

後と平等に分布していたが，工8月児は23例と若干少なか

った。性別は男；女富5工＝49，第1子58．2彩，次子35．5

％b、

　現在のカゥプ指数は15．0～工9，977．6彩，14，9以下

4．0％，20以上3，4％であった。

　3ケ月迄の栄養法は母乳65．3％，混合30，7％，人工栄

養4．0％であったo

　離乳開始月令は4ケ月52．0％と最も多く5ケ月28．7

％とこれに次ぎ，3ケ月以前11，7彩であった。離乳食の

回数は3回食56．0％，2回食32％，工回食11，4％であっ

た。また離乳完了は33．2％，未完了66，8％であった。な

お食べさせる時間は20分以内51．7％，20～40分47，4％で

あった。

　母親の年令は30－34才44．0彩，25－29才39，8％，35－

39才12，8％であった0

　2．発達評価法

　1）咀しゃく一咀しゃくの発逮段階を衷2の如く①

口唇食べ前期，②同後期，③舌食べ期，④歯ぐき食べ前
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表1　咀瞬・食べ方のチェックリスト

1　とり込み ∬　咀しゃく 皿　離乳食の固さ W　離乳食の量 V　コップのみ

①アグァグしながらと ①口をあけてアグァグした ①ドロドロ状 ①5さじ以下 ①飲めない

り込む り舌で押し出すようにし （ポタージュ状） ②6－10さじ ②アグアグとコッ

②軽く口を閉じてとり て食べる ②舌でつぶれる固 ③子ども茶碗に半 プのへりを噛む

込むこともできる ②ロ唇を軽く閉じて余り動 さ（プリンやマ 分以上 ように飲もうと

③一口でバクリととり かさないですぐ飲み込む ツシュ状） ④子ども茶碗に1 する

込む ③ロ唇をしっかり閉じて2 ③歯ぐきでつぶれ 杯位 ③顔をコップに突

④バナナなど軟らかい 一3秒モグモグして飲み る固さ ⑤子ども茶碗に1 っ込むようにし

物は口にくわえて歯 込む （全がゆ一軟飯） 杯半以上 てすすっている

ぐきでかじりとれる ④食べる時口唇がねじれた ④成人食に近い固 ④介助すればゴク

⑤素麺，冷麦などをッ り，口角（口唇の端）が さ ンと飲むが，コ

ルツルすすることが 片側によじれたりするこ ップや口からこ

できる とがある。または片側の ぼれることが多

⑥自分で食品を手づか 頬を膨らませてモグモグ い

みで口にくわえ前歯 食べることがある ⑤介助すればゴク

でかみとる事ができ ⑤④の食べ方をすることが ゴクとこぼさず

る 多い。又は口に入った物 飲む

を左右に動かしたり（頬 ⑥一人で上手にの

も膨らむ）口をすぼめた める

りしてカミカミ食べるこ

とができる

期，⑤同後期，⑥完成期に区分けし夫々に該当する項目

を表1∬の如く作製したのであるがこれらの表現で果し

て母親に観察可能かを実際に試行した結果で表現を選択

したものである。これによりどの項目まで可能になった

かを観察することにより咀しゃく段階が評価出来る。

　2）食べ方一上記の咀しゃくの他に口中へのrとり

こみ」「離乳食のかたさ」「離乳食の量』「コップのみ」

についての進行状況にっいて咀しゃくの夫々の発達段階

に相当する事項を表1の如く選定しこれを表2の如く評

価しようとしたQ例えば表11とりこみ③の「一口でパ

クリととりこむ」は衷2の評価法で③「舌食べ」期の発

達に相当するなどである。さらにこれら5つの項目（「と

表2　食べ方発達評価法
　　べ方機能咀しゃく

I　H　皿　W　V　W

①　ロ唇食べ前期 ①　①　①　①　①　①

②　口唇食べ後期 ②②①②②②
③　舌食べ期 ③③　②　③③　③

④　歯ぐき食べ前期 ④④③④④④
⑤　歯ぐき食べ後期 ⑤⑤③④⑤⑤
⑥　完成期 ⑥⑤④⑤⑥⑥
註：Wは「食べ方」1～Vの合計点x　O．9

りこみ」　「咀しゃく」　「かたさ」　「癒」　「コップのみ」）

の綜合を食べ方の発達と仮定し，それが咀しゃくの発達

段階を基準としてどの段階に相当するかで評価しようと

した。表2のWであるがその評価法は①～⑥の各咀しゃ

く段階毎に1～Vの各機能の恥の合計の9割を合格点と

しそれ以上が各咀しゃく段階に相当する食べ方と仮定し

た。例えば舌食べ期に相当する食べ方の合格得点はその

段階に相当する1～Vまでの合計点14x　O，9＝12．3以上

が合格点で，爽際の乳児の正～Vまでの合計点がこれ以

上であればその子の食べ方は③段階ということになる。

　3．咀しゃく・食ぺ方の発達経過

　1）各機能。各項目の通過率

　上記各機能の各項目はすべて発運による順序性があり

①一⑥と上位の事項が可能となればそれ以下の項目はす

べて可能となっていることになるので夫々の月令毎の通

過率を求めた。

　「とり込み」，「咀しゃく」，離乳食の「かたさ」，「f閏

及び「コップのみ」機能についての①～⑥の各項目の月

令別の通過率は表3の如くであり，これらを各項目の60

％，90％の概略通過月数で示せぱ表4の如くである。

　咀しゃくの発達段階①～⑥についての標準月令は明ら

かになっているわけではないが，これまでの離乳期の初

期（5～6月）中期（7～8月）後期（9～1工月）とい

う常識的な分類に一応対応するものと仮定して咀しゃく
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表3　月齢別通過率

1　とりこみ

① ② ③ ④ ⑤ ⑥ 平均点

5か月 100．0 63．4 31．7 臓5 4， 9 ．α0 2．2

6か月 100．0 88，1 64．3 26．2 4．8 0．0 β．8

7か月 1DO．0 100．0 90．7 46．5 16．3 14．0 3．7

8か月 100．0 100．0 95．4 72．1 寧2．6 25．6 4．3

9か月 100．0 98．0 96．0 86．0 78．0 58．0 5．2

10か月 100．0 100．0 100．0 艶9 87．9 7孝7 5．5

11か月 100．0 100．0 10D．0 工00．0 95．6 80．0 5．8

12か月 100．0 100．0 97．0 97．0 go．7 畢4 5．7

18か月 100．0 100．0 100．0 95．6 95．6 91．3 5．8

∬　咀しゃく

① ② ③ ④ ⑤ 平均点

5か月 100．0 53．6 34．1 2．4 0．0 工．9

6か月 100．0 76．2 50．0 2．4 2．4 2．3

7か月 100．0 90．6 79．0 2α9 0．0 2．9

8か月 100．0 100．0 多6．0 13． 9 2．3 3．0

9か月 100．0 100．0 98．0 50．0 22．0 3．7

10か月 100．0 97．0 97．0 51．5 24．2 3．7

11か月 100．0 1ρ0．0 10Q．0 44．4 13．3 3．6

12か月 100．0 100．0 87．6 4q．7 β1．9 3．5

18か月 100．0 100．0 95・6 69．51 5512
4．3

皿離乳食の固苓

① ②・ ③ ④ 平均点

5か月 100．0 58．5 12．2 0． 0 1．7

6か月 100．0 92．8 23．8 似0
a2

7か月 1go．Q 100．0 58．2 7．0 2．7

8か月 100．0 100．0 8＄．7 ・2．3 2．9

9か月． 400．0 100．0 94．O 24‘0
312

10か月 ㌧100，0 100．0 10ασ 66．7 3．7

11か月 100．0 100・0 100．0 55．6 3．6

1物月 100．0 4Qα0 10D．0 78．1 3．8

18か月 10D．0 100，10 100．0 100．0 4．0
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W　離乳食の量

① ② ③ ④ ⑤ 平均点

5か月 10D．0 92．7 29．3 9．8 0．0 2．3

6か月 100．0 10D．0 83．4 28．6 4．8 3．2

7か月 100．0 100．0 93．0 37．2 2．3 3．3

8か月 100．0 100．0 90．7 60．5 16．3 3．7

9か月 100．0 工00．0 94．0 56．0 10．0 3．6

10か月 100．0 100．0 87．8 66．3 33．3 3．9

11か月 10D．0 工00，0 97．7 73．3 22．2 3．9

12か月 100．0 100．0 93．8 7工．9 28．1 3．9

18か月 100．0 100．0 95．6 91．3 60．9 4．5

V　コップのみ

① ② ③ ④ ⑤ ⑥ 平均点

5か月 100．0 46．3 21．9 19．5 2．4 0．0 1．9

6か月 100．0 76．2 19．1 ユ6．7 4．8 0．0 2．2

7か月 10D．0 88．4 62．8 55．8 16．3 0．0 3．2

8か月 100．0 93．0 67．4 55．8 7．0 0．0 3．2

9か月 100．0 96．0 84．0 78．0 26．0 0．0 3．8

10か月 100．0 100．0 84．8 75．7 36．3 3．0 4．0

11か月 工00．0 100．0 95．6 93．4 62．8 6．7 4．6

12か月 100．0 100．0 93．8 93．8 78．2 9．4 4．8

18か月 100．0 100．0 100．0 100．0 工00．0 91．3 5．9

発達の予想標準月令を①「口唇食べ」前期（5月）②同

後期6月，③「舌食べ」7～8月，④「歯ぐき食べ」前

期9～10月，⑤同後期10～11月，⑥「乳歯食べ」12－18

ケ月～と考え，またその他の4機能も表2の如くこれに

スライドして予想標準月令を仮定した上でこれと上記通

過月令の成績を対比すれば次の如くである。

　まず，　「とりこみ」とくに離乳食のrかたさ」の進行

が速い。60％通過月令でみると「とりこみ」の発達は予

想標準月令より1～2ケ月速く推移し，「かたさ」の進

行は②「舌でつぶれる固さ」は5ケ月（予想標準7～8

ケ月），③「歯ぐきでつぶれる固さ」7ケ月（予想標準

9～Uケ月），④「成人に近い固さ」10ケ月（予想標準

12～18ケ月）と著しく速い。

　反対に咀しゃくの発達は遅く，③「舌食べ」までの発

達は割合速く60％通過月令は6ケ月（予想標準7～8ケ

月）であるが，④「歯ぐき食べ」前期への発達（同9～

10ケ月）は9～12ケ月で約40～50％，後期（同11～12ケ

月）は約20％に過ぎず，さらに18ケ月でようやく70％近

くに達しているに過ぎなかった。この他，離乳食の「量』

「コップ飲み」の進行はほぼ予想標準に近い発達経過で

あった。

　2）月令別の咀しゃく・食べ方の平均発達経過

　上記各機能の月令別平均発達経過をみるために各機能

の月例毎の発達指数（各項目のNαに相当する数字）とい

うものを仮定した。そして各例の月令毎の平均値を求め，

その月令推移を予想標準指数と対比したのが表5である。

（予想標準指数は表2のドαに相当）

　さらにその中の「咀しゃく」，離乳食の「かたさ」，

「食べ方」の月令発達経過を予想標準経過と対比して図

1a－Cに図示した。図で明らかの如く，咀しゃくの発
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達は6～7ケ月頃まではむしろ速いが9ケ月頃から遅れ

が顕著となる。蓮に「とりこみ」やことに離乳食の「か

たさ」の進行がかなり速かったことになる。また，離乳

食の「量」「コップのみ」全体としての「食べ方」の発

達はほぼ予想標準経過に近かったといえよう。

表4　60％・90％の通過月齢

60％月齢 90％月齢

16）　② 5か月 6か月
と　　③ 6 7
り　　④ 8 10

こ　　⑤ 9 10

み　　⑥
10 18

17）　② 6 7
咀　　③ 7 8
零　④ 18

一
く　　⑤

18
一

18）　② 5 6
固　　③ 7 9
さ　　④

10 ユ8

工9）　 ② 5 5
③ 6 7

皿　　④
10 18

⑤
18

一

20）　 ② 6 8
コ・、③ 7 11

ツ　④プの　

⑤

911 11

18

み　　⑥　
18 18

　3）　「とりこみ」と「咀しゃく」発達の解離状況

　予想標準に比し「喧しゃく」の発達が「とりこみ」の

それより遅れる傾向がみられたが，その発達差が裏2の

評価で2ランク以上の症例の比率をみると表6の如くで

あり，8ケ月以降12ケ月にかけて月令とともに多くなり

18ケ月に減少傾向がみられた。

　次に個々の症例についての「咀しゃく」と「とりこみ」

の発達関係をみると図2の如くである。夫々の各項目①

～⑥の同じNαが同じ発達段階として対応するのであるが，

咀しゃくの進行段階程その解離が多くなりとりこみの発

達が速く咀しゃくの遅れる傾向がうかがわれる。

　4，母親の見方

　1）乳児の現在のかみ方評価

　上述した咀しゃくチェックリストの外に乳児の現在の

咀しゃく能力についての母親の評価を回答して貰った。

即ち①「まだかめない又は丸飲みする」②「モグモグと

少しかむようだ」③ 「カミカミと割合かんでいるようだ』

の3段階方式の回答を求めたところ月令別の発達は図3

の如しで大よそ5ケ月①，7～9ケ月②，10～12ケ月②

と③が約半々，18ケ月③であった。

　以上を上述したチェックリストからの評価と比較した。

後者は口唇食べ（表2皿の①＋②），舌食べ（同③），

歯ぐき食べ（同④＋⑤）の3段階として個々の症例につ

いて前者と比較した結果は図4の如くで「舌食べ」は「モ

グモグ」と大よそ一致し，また「歯ぐき食べ』もヵミカ

ミと約60％は一致していた。この事から母親の評価も或

る程度参考になると考えられるが，この結果からでも11

～12ケ月の「歯ぐき食べ」の可能なのは約半数に過ぎな

いようである。

表5　月齢別平均発達指数

1　とりこみ ∬　咀　囎
皿離乳食の固さ

W離乳食の量 Vコップのみ 食べ方

5か月 2．2（1） 1．9（1） 1．7（1） 2．3（1） 1．9（1） 2，0（1）

6か月 2．8 （2） 2．3（2） 2．2（1） 3．2（2） 2，2（2〉 2．8（2）

7か月 3．7（3） 2，9（3） 2，7（2〉 3，3（3） 3．2（3） 3．6（3）

8か月 4．3（3） 3．0（3） 2．9（2） 3．7（3） 3．21（3） 3．8（3）

9か月 5．2（4） 3．7（4） 3．2（3） 3．6（4） 3．8』（4） 4．7（4〉

10か月 5．5（4） 3．7（4） 3．7（3） 3，9（4） 4』0（4） 5．0（4）

11か月 5，8（5） 3，6（5） 3．6（3） 3． 9（4） 4，6（5） 5，2（5）

12か月 5．7（5） 3．5（5） 3．8（3） 3，9（4） 4．8（5） 5，3（5）

18か月 5．ε（6） 4．3（5） 4．0（4） 4．5（5） 519（6） 6．0（6）

註；（）は予想標準指数
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図1　発達経過図
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図6　母親が良いと思う離乳食の量
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　2）母親の妥当と思う離乳食の「かたさ」と「量j

食べ方チェヅクリストと同じ設問で母親の妥当と考え

る離乳食の「かたさ」と「最」の回答は図5，6の如ぐ

であった。これによれば「かたさ」は5～6ケ月で「舌

でつぶれるかたさ」，7～10ケ月で「歯ぐきでつぶれる

かたさ」，11～12ケ月で成人に「近いかたさ」と一般に

予想標準よりやや速い傾向がみられた。量については予

想標準に近い傾向であっ た。

　3）咀しゃく発逮と発語

　咀しゃくの発達は舌の動きを始めとして口腔内諸筋の

協調機能の発達によるものなので発語能力と密接な関係

があると思われるQそこで「言葉が出ますか（ママ，マ

ンマ，ダーダー，ブーブなど）①未だ出ない，②出るよ

うになった」との回答を求めた結果は図7の如くであっ

た。咀しゃく発運に平行して発譲頻度が多くなっている

が，予想より速い。明らかな発語は舌の動きが前後・上

下・左右に自在となる歯ぐき食べ後始めて可能となるの

ではないかと予想していたが，それには本回答における

発語内容のもう少し厳密な検討が必要なのであろう。

IV　考　案

　1）咀しゃく発遠評価＝離乳食をすすめる上で乳児の

咀しゃく能力の評価が簡単に出来れば実際上極めて有意

義である。二木はさきに離乳期の咀しゃく発達は「口唇

食べ」→「舌食べ」→「歯ぐき食べ」の順序で進行する

と要約した。これは摂取中の口腔内を直接観察した結果

ではないがビデオによる口唇や顎の動きの観察から推測

したものであり，その大筋の順序性についてはまず間違

いないと考える。逆に口暦の動きを観察すれば咀しゃく
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二木他；離乳食のすすめ方と咀しゃくの発達

発鰍階が雛出来るわ鷹これまでの観察をもとにこれについては次の3つの可能性が考えられる・即ち・

してつくったのが表1の肋チェックリストである．誰　〔1〕咀しゃくのチェックリストの歯ぐき食べ騰の設

にでも容易に理解出来るようにとその表現に最も苦心し　問④⑤がわかりにくくそのため実態よりも低頻度になっ

たのであるが，然し。唇鋤きについては鰍は注齢たのではないかという可能性・〔2〕実態成績で購乳

れず気付きにくい現撚ので，実灘子どもが食べてい食のかたさの進め方がか駒速い傾向で「歯ぐきでつ志書

るときの様子をみながらチェックして貰う方式をとった。　れるかたさ」7ケ月（予想標準9～11ケ月）・’ 「成人に

また表1のHのアンケート項目には若干の説明も附記し　　近いかたさ」10ケ月（同12～18ケ月）であったため無理

た。即ち③では（註1舌でつぶしている。口角は左右水　　なすすめ方となって幣，・た可能性・ 〔3〕歯ぐき食べへの、

平に伸び縮みする）④では（註1その側の歯ぐきでつぶ　　発連は予想より遅くこの程度が普通の発達実態であると

している）を入れ，さらに項目全体の註として（噛み方　　いう可能性である。　　・

の発達順序，「ロを閉じて飲み込むj→「舌でつぶして　　その何れであるかは：さらに今後の検討を必要とするが

食べる」→「歯ぐきで噛む」→「乳歯で噛む」）を入れ　　筆者としては離乳食の「かたさ』のすすめ方との関係が

た。　、　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　最も可能性があり，また気にかかることである。という1

　これらの項目の中で問題なのは歯ぐき食べの④⑤でわ　　のは食べ方全体の発達も順調で，量のすすみ方もよく準

かりにくいのではないかと表現に最も苦慮した。後述の　　だ「歯ぐき食べ∫発達のみこれに追随出来なかったぐす

ようにその実態成績で④⑤の発逮がおくれているという　れば，丸のみに近い食べ方崇していることになる。

結果もそのためという可能性もありうる。然しその後の　　乳幼児のかみ方の実態についてはこれまで殆んど報告

月令推移で④⑤の行動顕著となれば容易に観察可能とな　　がみられないが，厚生省母子衛生課のr昭和6D年度乳幼

るようであるが，何れにしてもこれらの項目選定・表現　　児栄養調査」7〕によれば2～4才児では次の如くであっ

についてはさらに今後検討する必要がある。 　　　　　た。rよくかんで上手に食べる」は約60～80％に過ぎず

　表1の1「とりこみ」の項目もこれまでの観察経験か　　「かたいものがかめない」「かんでものみこめない」「よ

ら選定したものであるが，今回の集計分析結果からいく　　くかまず丸のみする」などが残りの40～20％にもみられ

つかの間題点があげられる。一つは各咀しゃく発達段階　　ている。又1才児について「よぐかまず丸のみする」も

との連動性である。一定の連動発達を想定した項目を選　　のの頻度をみると1才0～6ケ月未満26、7％，1才6・偲

定したっもりであった魁　rとりこみ」の発達が意外に　12ケ月未満16，6％とかなり頻度は高く・また2～4才児

速かったことから，各項目の発達上の位置づけや咽しゃ　　でもこれが10％前後みられている。この様な咀しゃく問

くとの分離発達の可能性の今後の検討が必要であろう。　　題児は離乳期の咀しゃく発達と密接な関係があり・12～

もう一つは各項目の順序性でとくに④の「歯ぐきかじり」　18ケ月になっても歯ぐき食べが出来ず丸のみの摂食が継

と⑤の「すする』ことの順序性など検討の必要があるよ 続する場合，ことに咀しゃぐ発達の臨界期と考えられる

うに思われた。　　　　　　　　　　　　　　　　　　18～24ケ月までに「歯ぐき食べjが未熟で丸のみする場

　離乳食の「かたさ」や「量」の項目（表1皿，W〉は　　合は，その後の咀しゃく発達はむずかしく咀しゃく問題

理論的にも経験的にも問題点は余り感じられなかった。　　児になり易いのではなかろうか。

コップのみ（表1V）についても同様であったがただ③　　　二木ら6）（1984）は育児雑誌読者を対象として離乳食

の表現がわかりにくかったのではないかと考えられた。　　の「かたさ」のすすめ方と母親の判断による咀しゃくの

なお表1の1～Vを合計して食べ方の発達と考えたこと　　発達を本報告と同様な方法で調査したことがある。それ

については部分的には検討すべき点も多いと思われるが　　によれば離乳食のすすめ方はやや速く，またがみ方ゐ発

咀しゃく発達検討め補助手段として有用であると思う 。　　達は少しおそい傾向がみられた。ことに9ケ月以降にな

　2）咀しゃく発達の実態；アンケートによる調査結果　　っても「まだかめない」は7％にみられた。また未だか

では咀しゃく発達は「舌食べ」までの発逮は予想よりか　　めない子の離乳食のかたさのすすめ方をみるとP喬めな

なり速かったが「歯ぐき食べ」への発逮はおくれ9～工2　いにもかかわらず月令に平行したかたい調理形態をすす

ケ月でその前期40～50％，後期20％にすぎなかった。離　　めていることが判明した。

乳期における本格的な咀しゃくは「歯ぐき食べ」からス　　以上から考えると本報告における「歯ぐき食べ」爾遅

タートすることになるのであるが，これはこれまでの莫　　れは一般的傾向である可能性も多いQ然し同時にその原

然とした予想では所謂離乳後期の9～11ケ月と考えられ　　因は調理形態のすすめ方が速すぎることと関係があわそ

ていたので，これからすればおくれていることになる。 　うである。云うまでもなく適切な調理形態は 「口唇食べ」

一195一

ン



日本総合愛育研究所紀要 第24集

「舌食べ」「歯ぐき食べ」期がそれぞれ「どろどろ状」

「舌でつぶれるかたさ」「歯ぐきでつぶれるかたさ」で

ありザそれより能力以上のかたさとなれば，結果的には

「丸のみ」をトレーニングすることとなり，その悪影響

は食習慣としてかなり後まで後遺することになろう。

　また今回の調査を通して痛感することは「舌食べ」ま

での発達は比較的容易であるが，それから後の「歯ぐき

食べ」への発達は意外にむずかしいということである。

そしてこの段階での離乳食のすすめ方はむしろゆっくり

しすぎる方が着実で，逆に急ぎすぎるのは危険である。

然し現実にはこの段階になると育児競争での満足感の

ためか或は手抜きからか速く進めたくなるのであろう。

　何れにしても離乳期における咀しゃくの発逮と離乳食

のすすめ方には密接な関辿があると思われるがこれにつ

いての研究は内外を通じて全くみられない。ここではそ

のPibt　Studyとして検討したが，結論を得るためには

さらに諸種の検討が必要であり今後続行の予定でする。

V　結　論

　1）離乳期の咀しゃく発達を観察評価するために主に

ロ唇の動きなどによる発達チェックリストを試作した。

　2）これを用いて離乳中の乳児の咀しゃく発達傾向の

実態をアンケート調査で分析した。その限りでは「歯ぐ

き食べ」以降の咀しゃく発達が比較的おくれ，逆に離乳

食の「かたさ」のすすめ方がかなり速い傾向がみられた。

　両者には因果関係が想定されさらにその後の咀しゃく

問題児の一因となるのではないかと考察した。
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Pr・qedure・fWeaningandDeve1・pment・fBabiesAblhty。fChew

Takeshi：FUTAKI

Kiyoko：MIZUNO
Junichi：SYOJI

Sachiko＝SAITO

Mie＝MUKAI

Deve1・pment・fbabゾschewingabili鯉ma畑ke愉e劔1・wingc・urseswa11・wingwi血lips
（1abialswall・wing）噸umblingwi楠ngue（91・ssalnumbling）一chewingwi血gums（gingiual

chewing）

Weprepared・瞭ialdeve1・pmenね1checkliet・fbabyもchewingabili敬伽suchpr。cess
by　labial　movement　mainly，and　though　t溢is　method　we　in㎎s廿gated必e　ac加al　condition　fbr

development　of　babゾs　chewing　ability　in　weaning．

Thisresultsh・wed出atdevel・pmen伽r‘‘gingiualchewing”isde1㎏edandad㎎sslypr。cedure
of　solid飾od．hardress　in　weaning　have　considerably　rapi（I　tendency，

Itwasth・ughtthattheseしwQfact・fshavecausality－andfurtherth・ughtthatthesefact
become　probably　to　be　one　of　causes　of　chewing　dlsability　child．
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